
　WHO協力センター「多職種連携教育
研 究 研 修 協 力 セ ン タ ー（WHO 
Collaborating Centre for Research 
and Training on Interprofessional 
Education）」は、2013年に群馬大学
がWHO西太平洋地域事務局により国
内初の保健人材育成分野のWHO協力
センターとして指定を受けました。
2017年の再指定を経て現在では2期目
になります。
　群馬大学は1997年の群馬大学大学
院医学部保健学科の設置の時から多職種
連 携 教 育（Interprofessional 
Education: IPE）のカリキュラムを実施
しており、2008年には日本国内の特色
ある IPEプログラムを実施している10
大学（現在は11大学）によるネットワ
ークである日本インタープロフェッショ
ナル教育機関ネットワーク（Japan 
Interprofess ional  Working and 
Education Network: JIPWEN）を立ち
上げ連携活動を行っています。

　当センターが、2期目にWHOと締結
した取り決め事項（TOR）は以下の通
りです。
TOR 1: 世界や西太平洋地域レベルにお
ける保健人材育成教育改革の観点から
IPEの理解を高めることへの貢献。
TOR 2: ユニバーサルヘルスカバレッジ
の実現に資する有能な保健人材の育成を
中心とした IPEの効果に関するエビデ
ンスの収集と普及。
TOR3: 他のWHO協力センターと連携
して、人々を中心とした包括的医療サー
ビスならびに公衆衛生機能の実現に向け
た教育人材育成能力の拡大を目指した
IPE研修コースの提供。
　本稿では当センターがこれらのTOR
に基づき行っている５つの活動について
写真を交えて紹介します。

Activity 1: WHO／WHO西太平洋地区
事務局の IPE・CPに対する取り組みの
普及
　当センターは、IPE や多職種協働

（Collaborative Practice：CP）の取り
組みの普及を目指して、他のWHO協
力センターや JIPWENと国際シンポジ
ウムやワークショップの開催、国際学会
や会議に出席しています。2018年には、
2月の国際的な政策に関する国際保健問
題を中心としたPrince Mahidol Award 
Conference の 出 席、11 月 に The 4th 

Annual National Health Professional 
Education Reform Forum にてセンタ
ーの活動を紹介する講演と IPEやCPの
効果のエビデンスに関するコメントを述

べました。また、8月にはJICA GLO+UHC
プロジェクトとの共催で国際シンポジウ
ム ” Introduction and Implementation 
of Interprofessional Education in Asia” 
を開催し、タイ・日本・フィリピン3
か国における IPEの導入と実施をテー
マとした議論を行いました。9月にはニ
ュージーランドで開催されたATBH IX
に参加し学会運営や研究発表を行いまし
た。また、IPEを促進し看護教育を発展
させる目的で北京協和医学院 (PUMC)
と連携しており、11月にはPUMC主催
の International Nursing Education 
Symposiumで講演を行い、共同研究に
関する会議に出席しています。
Activity 2: 多職種連携教育・協働の効
果に対するエビデンスの収集
　IPEにおけるエビデンスは、保健人材
育成ガイドラインにおいて数量的にも質
的にも低いと評価されました。そのため、
当センターでは JIPWENと連携し、日
本や西太平洋地域の各大学における資格
取得前の IPEの教育効果を検討してい
ます。その検証の結果、IPEプログラム、
実施のタイミング、教育効果のエビデン
スを収集し、2017年は、5篇の論文が
国際的な学術誌に受理されました。　
Activity 3: 系統的文献調査により IPE
とCPの効果の検証の実施
　当センターは IPEに関するエビデン
スを系統的文献調査により収集・解析し、
データベースにまとめています。このデ
ータベースには IPEの効果の検証や、対
象集団、IPEの内容、効果検証の解析ツ
ールの種類といった視点から IPEに関
するエビデンスを評価し、より良いチー
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や改善を支援していく予定です。

　UHCの達成に向けて IPEや CPの重
要性は増しています。当センターの活動
が西太平洋地域の医療の質の改善に貢献
できるよう他のWHO協力センターと
連携して努めて参りますのでご支援のほ
どよろしくお願いいたします。

ム医療教育の方法を模索しています。
センターでは2013年にWHOから刊
行された “Transforming and scaling 
up health professionals’ education 
and  t r a in ing :  WHO Educa t i on 
Guidelines 2013” と同様の系統的文献
調査から IPEのエビデンスを収集して
おり、2018年からは患者安全の分野に
特化した調査も始めました。これらの成
果については学術論文として投稿を進め
ています。
Activity 4: WHOの調整のもと、西太平
洋地区の教育開発センターと協力して多
職種連携教育ワークショップを開催
　当センターは、教育開発センター

（Education Development Centre：
EDC）と共同で西太平洋地域の大学に訪
問し、IPEと CPに関する経験を共有す
るための合同ワークショップや講演を行
っています。その一例として、ラオスで
唯一大学レベルで医師・薬剤師・歯科医
師・看護師・医療技師を養成している
University of Health Sciencesへの IPE
の導入があります。2014年に当センタ
ー主催の IPEワークショップ開催が実
現し、その後教育プログラム導入までの
4か年計画が始まることとなりました。
4か年計画は，Phase1： IPEの概念の
導入、Phase 2：プログラムデザイン、
Phase 3：IPEブログラム運営組織の構築、
Phase 4：プログラムの評価と実施に分
けて行われ、WHOとWHOCC共同活
動の成功事例として紹介されました。
Activity 5: 教育者ならびに保健医療関
係者に対する研修コースの開催
　当センターでは JIPWEN大学や他の
WHO協力センターとともに、IPEプロ
グラムの導入や改善に関心を持つ教員や
医療従事者に対して、自施設で IPEプ
ログラムを導入するための研修コースを
行っています。この研修コースでは、当

センターが独自に開発したツールキット
をもとに参加者が IPEプログラムを導
入するための計画を立案します。

　この取り組みは2013年に始まり、
2018年には16名（フィリピン7名、
ラオス1名、インドネシア8名）が参
加しました。各国の IPEとCPの現状や
研修修了生による講義、兵庫県立大学地
域ケア開発研究所から災害医療の観点か
らの IPEの重要性や、群馬大学に加え
て千葉大学や札幌医科大学の IPEプロ
グラムを紹介しました。研修後半に参加
者はツールキットに基づき行動計画を作
成し、各々の計画を発表しました。今後
参加者は自国で IPEプログラムの導入・
改善を行い、当センターはその状況を調
査しながらそれぞれのプログラムの導入
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